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祈
疇
や

御
祓
大
麻
等
を
献
土

し
、

ま
た

御
代
参．
使
の

参
拝
・

宿
泊
施
設
の

提
供
等
に

も
対
応
し
た

皇
室
の

御
師
と
い

え
る

の

で

は

な
い

か
。

近

世
期
に

お

け
る

西
京
神
人
の

変
化

吉
　
野

亨

　

本
発
表
で

は
、

北
野
社
に

属
し
た
西

京
神
人
が

、

北
野
社
の

神
役
奉
仕

と
は

別
に

行
っ

て

い

た

宗
教
活
動
に

着
目

し
た
、

　
そ

も

そ
も
西
京
神
人
は
、

中
世
よ

り

北
野
社
に

属
し
た

神
人
で

あ
る

。

「
北
野
天

満
宮

史
料
　
古
文
書
』

『

北
野
天

満
宮
史
料
　
古
記
録
』

な
ど
に

よ

れ

ば
、

神
役
ー
御
供
調
進
・

北
野

祭
の

神
輿
渡
御
に

お

け
る

鉾
供
出
等

1
を

負
担
し
て

い

た
。

そ
の
一

方
、

麹
の

販

売
特
権
−
税
の

免
除
と

独
占

売
買
1
を

有
し

て

お

り、

こ

の

麹
販
売
の

利

益
を

神
役
負
担
に

充
て

て

い

た
と
さ

れ
る．．

ま
た

『

北
野
誌
』

に

よ
れ

ば

西
京
に

七
つ

の

寺
院
1
七
保

と

呼
ば
れ
る

ー
を
持
ち、

神
供
所
と
し
て

運

営
し

て

い

た
と
さ

れ

る
。

こ

の

西

京
神
人
に

つ

い

て
、

網
野
善

彦
・

小
野

晃
嗣
ら
に

よ

り
、

麹
座

神
人

と
し

て

の

側
面
に
焦
点
が
当
て

ら
れ
研

究
が

進
め

ら
れ

て

き
た
。

ま
た

近

年
、

＝ 、
枝
暁
子
に

よ

り
西
京
神
人
の

近
世
初

頭
の

実

像
−
神
職
化
す
る

神

人
1
に

焦
点
を

あ
て

ら
れ
、

研
究
が
進
め
ら
れ

て

い

る
。

　
】

昨
年、

本
大
会
に

て

近

世
期
に

お
け
る

西
京
神

人
と

瑞
饋
祭
の

展
開

に

つ

い

て

考
察
を

行
っ

た
。

そ

の

際
、

瑞
韻

祭
の

展

開
−
瑞
饋
神
輿
の

発

展
ー
と

西
京
神
入
の

近
世
に

お

け
る

祭
祀
行

為
の

展

開
が

期
を
一

に

す
る

こ

と
を

指
摘
し

た
。

今
回
の

発
表
で

は、

瑞

饋
祭
以

外
に

西
京
神
人
が

ど

の

よ

う
な

活
動
を

行
っ

て

い

た
の

か
、

文
安

元
年
（
一

四

四

四）

文

安
の

麹
騒
動
以

降
の

西
京
神
人
の

宗
教
活
動
に

焦
点
を
当
て

考
察
を
試
み
た

。

　

最
初
の

変
化
は
、

慶
長
四

年
（
一

五

九
九
）

に
西
京
神
人
が
北
野
杜
へ

補
任
の

要
請
を

行
い

始
め

る

こ

と
で

あ
る

。

中
世
で

は
西
京
神
人
が
補
任

を

要
請
し

た

記
録
は

見
受
け
ら

れ

な

い
。

中
世
で

は

宮
仕
や
大
工

職
な

ど

に

対
し
て

補
任
状
が

発
行
さ

れ

て

い

る

こ

と
が

『

北
野
天
満
宮
史
料
』

か

ら

窺
え
る
。

し

か

し
、

中
世
の

記
録
を

見
る

限
り
西
京
神
人
に
対
し
て

補

任
は

な
か
っ

た
。

こ

の

補
任
の

要
請
は
し
ば
ら

く
期
間
を

置
き

、

元
禄
二

年
（
一

六

八

九
）

に

再
び

行
わ

れ
、

こ

れ
以

降
恒
常
化
す
る

。

近
世
期、

西
京
神
人
は

補
任
を

行
う
こ

と
で

身
分
を

確
定
す
る

よ

う
に

変
化
し
て

い

た
の

で

あ
る

。

　

補
任
が

認
め

ら
れ

た

元
禄
の

頃
か

ら
、

西

京
神
人
は

北
野
社
の

神
事
に

参
加、

奉
幣
を

行
う

様
に

な
る

。

『

北
野
天

満
宮
史
料

　
宮
仕
記

録
」

に

よ
れ
ば
二

月
二

十
五

日

の

神
事
に

て

神
人
達
が

奉
幣
を
行
っ

て

い

る

記
事

が

散
見
し
て

い

る
。

ま
た
北
野
社

神
事
に

参
加
す
る

だ

け
で

な
く、

独
自

に

祭
礼
を

行
う
様
に
な
る
。

「
北

野
天
満
宮
史
料
　
宮

仕
記
録
』

に

よ
れ

ば
、

「

御
旅

所
」

に

お
い

て

神
人

達
が

御
供
を

供
え
神

事
を

行
い
、

西

京

一

帯
で

御
輿
を
担
ぎ

、

鉾
や

曳
山
を
出
す

祭
礼
を

行
っ

て

い

る

記
事
が

見

受
け
ら
れ
る

よ

う
に

な
る

。

　

祭
礼
を

行
う
以

外
に

も
独
自
に

札
配
り
と

略
縁
起
の

頒
布
を

行
い

始
め

る
。

札
配

り
は

、

元
禄
十
二

年
（
一

六
九
九
）

に

北
野
社
に

対
し
て

許

可

を

得
よ

う
と
し

て

い

る
が

断
ら
れ
、

そ
の

後
は

独
自
に

「

天
満

宮
守

護

所
」

と

記
し

た
札
に

祓

串
を
添
え
頒
布
す
る

よ

う
な
る

。

北
野
社
は

こ

の

札
の

頒
布
を
差
し
止
め
る

が、

以
後
神
人
が
札
配

り
を
し

て

い

る

こ

と
が

「

北
野
天
満
宮
史
料

　
宮
仕
記
録
』

に

散
見
す
る

。

　
一

方
、

札
以
外
に

も

『

安
楽
寺
安
置
天
満
宮

御
自
作
御
神
像
并
靈
寶

略
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御
傳
記
』

な
る

縁
起
が

刷
ら
れ

、

頒

布
さ

れ

て

い

た
。

こ

の

縁
起
は
、

西

京
に

あ
る

安
楽
寺
の

縁
起
が
し
る
さ
れ
た

刷
り
物
で

、

現
在
三
部
が

確
認

さ
れ
て

い

る
。

実
際
に

ど
の

よ

う
に

頒

布
さ

れ
て

い

た
の

か
は
不
明
で

あ

る
が、

こ

れ

は
一

種
の

寄
付
を

集
め
る

コ

マ

ー

シ

ャ

ル

と

し
て

頒
布
さ
れ

た
も
の

と

推
察
さ

れ

る
。

　
以
上
の

よ

う
に

、

西
京
神
人
は

北
野

社
と

新
た

に

関
係
を
補
任
と

云

う

形
で

切

り
結
び

神
人

職
を
得
つ

つ

も
自
ら

「

社
家
」

「

社
人
」

と

名
乗
り、

七
保
の

寺
院
を

運
営
し

、

西

京
や

「

御
旅
所
」

で

祭
礼
や

神

事
を
展

開
す

る
祀
り

手
と
し

て

独
自
に

活

動
を

行
う。

つ

ま
り

、

神
人
達
の

宗
教

活
動

の

意

味
と
は

、

自
ら

古
い

神
人
像
か

ら
の

脱
却
を

図
っ

て

い

く
意
味
が
あ

っ

た
と

推
察
さ
れ

る

の

で

あ
る

。

山

崎
闇
斎
の

「

神
」

概
念
に
つ

い

て
孫

　
周
知
の

ご

と

く、

山
崎
闇

斎

2
六
一

八

i
一

六
八

二
）

本
思
想

史
上
に

お

け
る

代
表
的
人

物
で

あ
る
。

に

日

本
に

広
め

る

こ

と
に

努
め
た

、

る
朱
子

学
者
の
一

人

で

あ
る

。

ま
た

同
時
に
、

い

研

鑽
が

あ
り、

垂

加
神
道
と
い

う
円

本
の

神
道
史

深
い

一

派
ま
で

開
い

た

神
道

家
で

も
あ
る

。

　
本
発

表
で

は
、

山

崎
闇
斎
の

無
論、
「

神
」

と

は
な
に

か
と
い

う
問
題
は
、

問
題
で

あ

り
、

傳
　
玲

は
、

近
世
日

　

　

　
　

彼
は

朱
子
の

思
想
を
正

確

日

本
の

朱
子
学
の

成
立

期
を
代

表
す

　

　

　
　

彼
は

神
道
に

つ

い

て

も

深

　

　

　
　

　
　・

宗
教

史
に

影

響
の

　
　

　
　

　
　
「

神
」

概
念
を
取
り
上

げ
て

検
討
す
る

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

神
道
を

説
く
上

で
、

肝
心

特
に

中
世

後
期
に

朱
子
学
が

日

本
に

移
入

す
る

に

つ

れ

て
、

神
道
の

理
論
化
・

合
理
化
を
重
視
す
る

神
道
諸
派
（
例
え
ば、

吉
田

神
道

、

伊
勢
神

道
な
ど
）

に

と
っ

て
、

「

神
」

を
い

か
に

論
理

的
か
つ

合

理
的
に

解
釈
す
る
か
は
、

切
実
な
問
題
と

な
る

。

一

方、

朱
子
学
に

お
い

て

も
「

神
」

や

「

鬼
神
」 、

「

魂
魄
」

な
ど
の

概

念
が

「

理
」 、

「

気
」

や

「

陰
陽
五

行
」

と
の

関
連
で

論
じ

ら

れ

て

い

る
。

そ

の

た

め
、

「

神
」

は

神

道
と

朱
子

学
の

共
通
概
念
（
神
に
対
す
る
理
解
は

そ
れ

ぞ
れ

異
な
る

か
も

し
れ
な
い

が、

少
な
く
と
も
言
葉
と

し
て

の

「

神
」

は

共
通

す
る
の

で

あ

る
）

と

な
る

。

こ

の

よ

う
に

、

「

神
」

を

如
何
に

理
解
す
べ

き
か

は
、

神

儒
兼
学
の

闇
斎
に

と
っ

て
、

言

う
ま
で

も
な
く
重
要
な
問
題
と
な
る

わ

け

で

あ
る

。

下
川

玲
子
が

指
摘
す
る

よ

う
に、

「

闇

斎
に

お

い

て
、

「

神
」

は
、

彼
の

朱
子
学
と
神
道
思
想
の

リ

ン

ク
の

い

わ
ば

留
め
金
に

位
置
す
る

概
念
と
言
え
る
」

〔
「

山

崎
闇
斎
の

「

神
」

概
念
」

、

『

愛
知

学
院
大
学
文

学

部
紀
要
』

三

十
五、

二

〇
〇
五

年、

三
九
四

頁）
。

　

神
と
は
な
に

か
に

つ

い

て
、

闇

斎
が
五
十
五
歳
の

時
（
寛
文
十
二

年、

一

六

七

二
）

に

書
い

た
「

会
津
神
社
志

序
」

に

お
い

て
、

「

蓋
天
地
之

間

唯
理
與
気、

而

神
也
者
理
之

乗
気
而
出
入

者
」

（
日
本

古
典
学
会

編
『

新

編
山

崎
闇

斎
全
集
』

第
一

巻
、

七
九

頁）

と
述
べ

て

い

る
。

こ

こ

で

闇
斎

は
、

「

神
」

を

「

理
之

乗
気
而
出

入
者
」

と

解

釈
し
て

い

る
。

こ

の

解
釈

に

つ

い

て、

高
島
元
洋
は

、

「

神
11

理
11

実
体
」

と
い

う
図

式
で

闇
斎
の

「

神
」

概
念
を
理

解
し
、

朱
子

学
に

お
け
る

形
而
上
の

「

理
」

が

闇
斎
に

お

い

て

は

実
体
化
さ

れ

て

「

神
」

に

重
ね

合
わ
さ

れ

て

い

る

と

指
摘
し

た

（
『

山

崎
闇

斎
　
　
日

本
朱
子
学
と
垂

加
神
道
』

ぺ

り
か

ん

社、

一

九
九
二

年）
。

こ

れ
に

対
し
て

、

ド
川

玲
子
は

、

闇

斎
が

や
は

り
「

理
」

11

形

而

上
、

「

気
」

殴

実
体
で

あ

り
「

神
」

は

す
な
わ
ち

「

気
」

で

あ
る
と
い

う
通

常
の

朱
子

学
の

基

本
を

踏
襲
し

て

い

る

と
述
べ
、

高
島

説
を

批
判
し

た
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